
条

例

条

例

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
一
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山 口 県 報

目

次

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
四
十
一
万
九
百
円
」
を
「
四
十
一
万
二
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
八
第
二
項
第
一
号
中
「
千
分
の
六
百
七
十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
千
分
の
八
百
七
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
千
分
の
三
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
三
十
五
」
に
、
「
千
分
の
四
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
五
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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６

切
替
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員

と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。

７

切
替
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
に
つ
い
て
、
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員

と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。

８

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
給
与
条

例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
二
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
十
六
条
の
五
第
五
項
（

条
例
第
十
六
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
第
十
六
条
の
九
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

条
例
第
八
条
第
二
項
中
「
調
整
前
に
お
け
る
給
料
月
額
」
と
あ
る
の

は
「
調
整
前
に
お
け
る
給
料
月
額
と
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
四
十
一
号
。
以
下
「
平
成

二
十
六
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、

条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
十

六
条
の
五
第
五
項
及
び
第
十
六
条
の
九
第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
平
成
二
十
六
年
改
正
条
例
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ

る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。

（
地
域
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
特
例
）

条
例
第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
割
合
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
」
と
、

条
例
第
十
条
の
三
中
「
百
分
の
十
六
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
六
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
」
と
、

条
例
第
十

二
条
第
二
項
中
「
三
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
」
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
）

附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

昭
和
六
十
三
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
五
項
若
し
く
は
附
則
第
三
項
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
附
則
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

平
成
十
三
年
山
口
県
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
十
六
条
中
「
第
五
項
若
し
く
は
附
則
第
三
項
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
附
則
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

平
成
十
七
年
山
口
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
管
理
職
手
当
、
地
域
手
当
、
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
、
産
業
教
育
手
当
及
び
定
時
制
通
信
教
育
手
当
並
び
に
初
任
給

調
整
手
当
及
び
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」
を
「
、
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
、
管
理
職
手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、
農
林
漁
業
普
及

指
導
手
当
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
産
業
教
育
手
当
及
び
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
月
額
」
に
改
め
る
。

山
口
県
条
例
第
四
十
二
号
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条
例
第
十
条
第
二
項
中
「
調
整
前
に
お
け
る
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
調
整
前
に
お
け
る
給
料
月
額
と
一
般
職
に
属
す
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
四
十
二
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定

に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、

条
例
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
八
条
の
六
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
七
第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は

「
給
料
月
額
と
平
成
二
十
六
年
改
正
条
例
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、
特
別
措
置
条
例
第
三
条
第
一
項
中
「
給
料
月

額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
一
般
職
に
属
す
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
四
十
二
号
）
附

則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。

条
例
第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
割
合
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
」
と
、

条
例
第
十
四
条
第
二

項
中
「
三
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
」
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
）

附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

昭
和
六
十
三
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
五
項
若
し
く
は
附
則
第
四
項
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
附
則
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

平
成
十
三
年
山
口
県
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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山
口
県
条
例
第
四
十
三
号

て
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間

に
す
る
勤
務

第
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
、
第
七
条
の
二
」
を
削
る
。

附
則
第
二
項
中
「
（
結
核
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
三
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
五
条
及
び
第
十
六
条
中
「
第
五
項
若
し
く
は
附
則
第
四
項
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
附
則
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

平
成
十
七
年
山
口
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
特
地
勤
務
手
当
」
を
「
、

及
び
へ
き
地
手
当
」
に
改
め
る
。
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山
口
県
条
例
第
四
十
四
号
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山
口
県
条
例
第
四
十
五
号

一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

昭
和
三
十
七
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の

第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中

を
「
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
千
円
」
を
「
七
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
三
千
四
百

円
」
を
「
四
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

を
「
三
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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山
口
県
条
例
第
四
十
六
号

山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
地
域
医

療
介
護
総
合
確

保
基
金

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
提

供
体
制
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め

の
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

中
欄
に
掲
げ
る
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
知
事
が
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
。




